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マテリアルフロ コスト にみる
の について

ー 会計実践
内部環境管理情報 有用性

関西大学商学部助教授

中 嶌 道 靖

IGES

IGES

Prof Dr B Wagner

Prof Dr R B

Pojasek

Institut fur Management

und Umwelt IMU

US EPA

An Organizational Guide to Pollution

Prevention EPA R August

関西研究 ー 年度

、 ー 会計導入実験 実施

。 研究成果 発表 合 、

ー 会計 関 第 部 ー

「環境管理会計 資源生産性 向上～

ー 会計 中心 ～」 国際的視野

討論 目的 。

研究成果 発表 、世界的

研究・展開 ー 会計

現状 、 ・ 大学

ー教授（ ）及 ・

ー ー 大学 教授（

） 経験 手法 発表 、

日独米 研究者（日本企業 含 ） 研

究調査 意見交換 国際的 研究交流 場

、 開催

非常 有意義 今後 発展 繋

機会 。

、簡単 両教授 ー

会計 関係 説明 。 ー教授

経営環境研究所（

： ） 設立者 、日本 導入

展開 ー 会計 発案

者 。 、 教授 環境

保護庁（ ） 「環境汚染保護 組織

的 （

）」

中心的 ー ー 発案

者 、 ー

改善 点 ー

会計 同様 内 ー

着目 ー 。

日独米 ー

会計 関 研究 展開 、 共

通点 。 、本 日本

塩野義製薬 研究成果 発表

、 ー 会計 研究 企業実

務 導入実験 実施

。本 企業 研究者（機

関） ー 、両者 同 目線、

研究活動 点 、想像的

同時 社会的 有用 調査研究活動

。

、 、

視点 ー 会計 議

論 説明 。

日本企業 、 「環境経営」 言葉

使 、必 言葉 指 内容 明確

限 。明確 企業

自体 何 状態

、 、何 環境経営 、

「環境経営」 企業 宣言 可能

。 議論 上 、 、

環境経営 「環境負荷 低減 企業利益 最

大化 経営」 定義 。 、

環境経営 実行 上 、環境負荷 具体的 削

減 、利益 同時 向上 環境管理会計

必要 。環境管理会計 環境負荷 低減

同時 利益 達成 ー 定義 、

経営意思決定 環境 面 支援

重要 。

注意 必要 点 。今回

前日 ー ー 開催 、

ー先生 先生 交 事前 意

見交換 。 議論 中 、「環境経営」

センタ の プロジェクト

して マテリアルフロ コスト が

された その の と わせて マテリア

ルフロ コスト に して のテ マである

と の マテリアルフ

ロ コスト を に について か

ら することがこのシンポジウムの である

での を するとともに に

されているマテリアルフロ コスト

の について ドイツ アウグスブルグ のワ

グナ びアメリカ

ハ バ ド のポジャセック

がそれぞれの と について し

の も む がそれぞれの

について する な の

として シンポジウムを することができたこと

は に であるとともに の に がる

であるといえよう

ところで に とマテリアルフロ コス

ト の について する ワグナ はド

イツの

の であり で

されているマテリアルフロ コスト の

である また ポジャセック はアメリカ

の のための

ガイド

の ツ ルであるシステムズアプロ チの

であり システムズアプロ チもプロセスマッピ

ングによるプロセス という でマテリアルフロ

コスト と にプロセス のマテリアルのフロ

に したツ ルである

このように においてマテリアルフロ コス

ト に する が しているが ひとつの

がる それは シンポジウムでも ペイン

トと から について があるよ

うに マテリアルフロ コスト の が

への というかたちで されているとい

うことである プロジェクトは と

とのコラボレ ションであり が じ

ポジショニングでの という では

であると に に な である

といえる

それでは このシンポジウムにおいて どのよう

な からマテリアルフロ コスト について

するかを することとする

において よく という

が われるが ずしもその の す が

であるとは らない でないということは

が をしていいかわからないという である

といえ さらにいえば をしても であり

と が することは だともい

える このシンポジウムの をする で まず

を を しながら を

する と することとする そして こ

の を する で を に

し を に させるような

が である が を させ

ると に を するツ ルであると され

を マネジメントの から して

いくことが であるといえる

ここで が な がある のシンポジウ

ム にクロ ズドのワ クショップが され

ワグナ とポジャセック を えて に

をしている その の で
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. . .
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-
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を と すると

では に さなサイトでの マネジメント

を し えば のラインなどのような

な を し の の

す とはかけ れてしまう このために

としては

もしくは が では

ないかという があった

このように と を しながら

を めている ただ のテ マである マテ

リアルフロ もしくは マテリアルフロ コスト

は く されている でフロ

マネジメントという え が されており フロ

マネジメントに づいた の や

ツ ルの が で されている

その も かつ な ツ ルが

ワグナ が した によって された

マテリアルフロ コスト とポジャセック が

したシステムズアプロ チである

ふたつのアプロ チの となっているフロ マ

ネジメントの のひとつとして プロセス

へのマスバランスの を げることができる

における を える へのインプッ

トとアウトプットというような きなレベルでのマ

スバランスを ることが であるが が

える の を り その をなくすため

には いわゆるエンド オブ パイプではなく プ

ロセス の が であるということである

ただ ずしもマスバランスという え をプロセ

ス に しなければならないというわけではない

が なくともプロセスを るという は して

いる もうひとつの として の を

るということがある のほとんどの は

に において または

として されている この でマテリア

ルフロ と とにおけるマテリアル

に する きな いは の ほとんどの

という にあるように はすべての

を えるわけではなく フロ マネジメントにお

いては いわゆる な すべてを しよ

うと えているということにある

フロ マネジメントにおいて という

での デ タと その デ タに づいて

されたコスト とが がされ

な とは った たな の

を することができる この たな と

の に しては の の と

の において されている

には ドイツの としては のマテリ

アルフロ コスト について の として

はポジャセック によるシステムズアプロ チに

ついて そして の としては のマテ

リアルフロ コスト プロジェクトについて

されている

のマテリアルフロ コスト は で

されているマテリアルフロ コスト の

であるといえる である という は そっ

くりそのまままねたということではなく な

え を び それを として ち って で

したということである したがって の

するマテリアルフロ コスト と でのマテ

リアルフロ コスト は く じではない その

で なマテリアルフロ コスト

に した があるということではある

それに して ポジャセック のシステムズア

プロ チは し が なる じくプロセスの

の のフロ に してモニタ しようとしてい

るが システムズアプロ チという がついてい

るように いわゆる の れをソフトウェア で

たとえばマイクロソフトビジオ でプ

ロセスマップを り そのマップ に エクセ

ル や ワ ド のデ

タ シ トや を にア カイブ

デ タベ ス するシステムである プロセス

の ポイントでフォルダ を し そのフォル

ダ を ポイントのデ タのア カイブとして

し デ タと をプロセス として

にデ タベ ス する ウィンドウズ で

するソフトであることから に やすく

デ タ にわかりやすく また が しやすい

を しているといえる さらに このソフト

に ってステップ バイ ステップでデ タを

すると ポジャセック によれば マテリアルフ

ロ コスト で るようなフロ チャ トができ

るということである

このように のマテリアルフロ コスト

「 」 翻訳 、

英語 非常 小 環境

意味 、例 工場 局所的

環境保全活動 意味 、日本語 「環境経営」

指 意味 離 。 、英語

「 」

「 」 適切

議論 。

共通認識 共通言語 形成 議

論 進 。 、今回 ー 「

ー」 「 ー

会計」 広 認識 。今日、世界 ー

考 方 注目 、 ー

基 環境管理会計情報 提供

環境管理会計 ー 開発 世界 展開 。

最 有力 実務的 環境管理会計 ー 、

ー教授 設立 開発

ー 会計 教授

開発 ー 。

ー 起点 ー

特徴 、企業 内

展開 挙 。企

業 環境負荷 考 場合、企業

大

見 一般的 、企業 与

環境負荷 原因 探 、 原因

、 ・ ・ 、

志向 改善 必要 。

、必 考 方

内 展開

、少 見 点 共通

。 共通点 企業内 物質 見

。企業内 物質 、

管理会計、特 原価計算 、原材料費

原材料 把握 。 意味

ー 原価計算 （原材料）

関 大 違 、前述 「 物質」

言葉 、原価計算上 物

質 捉 、 ー

、 物理学的 物質 把握

考 。

ー 、環境情報 意

味 物量 ー 、 物量 ー 基 評

価 情報（経済情報） 統合 、

伝統的 原価計算 違 新 経営意思決定

情報 提供 。 新 情報 視

点 提供 関 、次節以降 両教授 講演 日

本企業 社 事例研究 説明 。具

体的 、 事例 、

ー 会計 、北米 事例

教授 ー

、 、日本 事例

ー 会計 説明

。

ー 会計 、日本

展開 ー 会計 起点

。「起点 」 意味 、

、基本的

考 方 学 、 種 持 帰 日本 展

開 。 、 展

開 ー 会計 日本

ー 会計 全 同 。

発展過程 、日本的 ー 会計

変化 点 。

対 、 教授

ー 少 出発点 異 。同

中 物質 ー 関 ー

、 ー 名前

、 物質 流 上

（ ）

作 、 上 、

（ ） ー （ ） ー

（ ー 文書等） 、体系的 ー 化

（ ー ー 化） 。

内 各 ー 作成 、

ー内 当該 ー ー

設定 、必要 ー 文書 全体 体

系的 ー ー 化 。 上

起動 、非常 見 、

ー 的 、 全体 概観

体系 提供 。 、

従 ・ ・ ー 入力

、 教授 、

ー 会計 作 ー ー

。

ー 会計

Environmental Management

Corporate Environmental Management

Sustainable Management

IMU

IMU

IGES

IMU

IMU

MS Visio

MS

MS Excel MS MS Word

MS

IMU

２
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とシステムズアプロ チとは たとえば のむだ

を つけ して することにおいては してい

るが アプロ チ は し う があるといえる

ただ ともに に するマップは じような

ものができ そこに されるデ タも きな

があるとはいえないかもしれない また プロセス

のマテリアルのフロ を させるという じ

に して それぞれ う を しているこ

とに した いであるといえ が

に する があり な にあるもので

はないと えられる というのは デ タは

やレベルなどに されるとしても

である しかし コスト の はその

や によって するが システムズアプロ チ

がマテリアルフロ コスト でのコスト

も できる またはコスト を する

ではないと えられるからである

それでは におけるマテリアルフロ コスト

の について ることとする

による を する が

から のミレニアムプロジェクトとして

された この に つのワ キンググル プが

され そのひとつがマテリアルフロ コスト

のワ キンググル プ は であった

これが らく で めてマテリアルフロ コスト

の である

いで に センタ のプロ

ジェクトとして マテリアルフロ コスト の

プロジェクトを ペイントと の

のご を て した この に しては

に に として されている

によるマテリアルフロ コスト の

との いとして において

ツ ルの を に するとともに

の も するという に しいていたが

もしくは の に するツ

ルであるという が として された があっ

た これに して でのプロジェクトを

する で の の とその という

ことに を き マテリアルフロ コスト

の としての を することと

した

でのプロジェクトの としては マテリ

アルフロ コスト に に する

いわゆる の スキャンとしての がある

ことが され マテリアルフロ コスト を

することにより のこれまで ることがで

きなかった な チェックができ

るというである また これはワグナ の

であるが へ を するという がある

は じことを った で えているので

あるが しこの を すると というのは

の または から た を せるも

のであることから わろうとするインセンティブ

は に く えられる しかし スキャンに

べると は ない スキャンは もっと

を に るという があるので は

であっても には を することがで

きる ただ スキャンはデ タの であって

どこが であるかを に し すものではな

く と の は が め

しなければならない このようにマテリアルフロ

コスト は と が するために

なツ ルであり マテリアルフロ コスト によ

る の と についてワグナ も

じく しているのである

そして この と スキャンにより プロセス

の プロセスの が され さらにプロセ

スコミュニケ ションというような スタッフ

の しいコミュニケ ションの がプロジェクト

を して される マテリアルフロ コスト

は の や の だけではなく

がコミュニケ ションによる しい を す

る を えるという も たすようになってき

ている さらに マテリアルフロ コスト をサ

プライチェ ンに げて する と その

られるであろう の きさが に でき

るであろう

このような でのマテリアルフロ コスト

の を して と そして

による というトライアングルが ら

れ された と された がまず

に しながら に され そして

が と にフィ ドバックされながら し

ていくという が される の お

よび の をこのような から し

ー 、 材料

見 出 改善 共通

、 ー 自体 少 違 点 。

、 最終的 完成 同

、 添付 ー 大 相違

。 、

内 ー 顕在化 同

目的 対 、 違 手法 採用

起因 違 、両者 相互補完的

機能 可能性 排他的 関係

考 。 、物量 ー 測

定範囲 左右 物理学上

普遍 。 、 評価 方法 定義

手法 相違 、 ー

ー 会計 評価方法

許容 、 評価方法 規定 手

法 考 。

、日本 ー

会計 展開 見 。経済産業省委

託 環境管理会計手法 開発 委員会 、

年 年間 設置

。 委員会 ー ー

設置 、 ー 会

計 ー ー （委員長 筆者） 。

恐 日本 初 ー

会計 企業導入実験 。

次 年度 関西研究 ー

、 ー 会計 導

入 、日本 塩野義製薬

社 協力 得 実施 。 点 関 次節

以降 個別 事例研究 説明 。経済

産業省 ー 会計 調査研

究 違 、経済産業省 環境管理会

計 ー 目的 利益 貢献 、環境負

荷 低減 考慮 点 設定 、

比較的、利益向上 原価 削減 貢献 ー

面 成果 強調 感

。 対 、 推進

上 、環境負荷 削減 実現 検証

強調点 置 、 ー 会計

環境管理会計 有用性 再検討

。

成果 、

ー 会計 企業 対 現状分析機能、

医療用 機能

再認識 、 ー 会計

導入 、企業 見

断面的 健康（健全性）

。 、 ー教授 言葉

、企業 鏡 提供 面 。

両者 、同 違 言葉 例

、少 言葉 展開 、鏡

自分自身 外見 他人 見 自分 見

、変

非常 高 与 。 、

比 情報量 少 。 、

内部 断面的 診 面 、外見上

健全 内部的 問題 発見

。 、 ー 提供 、

異常 自動的 指 示

、正常 異常 基準 医師（経営者） 決 判断

。 ー

会計 個人 組織自体 変革 有用

ー 、 ー 会計

企業変革 経験 可能性 ー教授

同 認識 。

、 鏡 、

改善、 変革 実施 、

ー 企業 間

新 ー 機会

通 形成 。 ー 会計

、原価 削減 環境負荷 低減 、企

業 ー 新 文化 形成

機会 与 機能 果

。 、 ー 会計

ー 広 導入 必要性 、 結

果得 効果 大 容易 想像

。

日本 ー 会計

研究 展開 通 、理論構築 手法開発、

企業導入 検証 形作

、構築 理論 開発 手法 相互的

反応 企業実務 導入 、 導入結

果 理論 手法 ー 発展

図式 形成 。次節以降 講演

日本企業 説明 視点 理解 、

1999

2002

３

４

２

１

IGES

IGES

IGES

CT

CT

CT

CT

CT
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１ ３ ３経済産業省（産業環境管理協会 委託）「環境 発展促進等調査研究：内部管理 環境会計手法 構築」 年計画（ 年

月末終了） 設置 、経済産業省（ ）『環境管理会計手法 ー 』経済産業省 成果 公表 。

へ ビジネス のための の

が され ワ クブック としてその が さている

2002

2002
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具体的 成果 有用性 見 、実務 展開

有用 機能 環境管理会計

ー 会計 考 。

、 通 、自社

ー 会計 導入 考 企業

、一企業 問題 、

地球的 国際的 視野 、企業経営 考

必要 。環境問題 関 国際的・地球的

課題 、 国際的

ー 通 国際的・地球的一員

企業 立場 環境経営 考

必要 。

今 日本 企業 現状 見 、大部分 企業

企業 「環境」 特別 付加

形態 、一部 環境先

進企業 、環境経営 環境 経営 前

付 経営 再分析・再構築 、新

視点 様々 問題点 見出 、環境経営 構築

取 組 。 、環境 特別

捉 、企業 書

、 環境 関 活動 内包

、普通 ー 環境

溶 込 （環境）経営

構築 必要 。

、 環境先進企業 、「環境

独立 部署 機能 、目

指 環境経営 確立 、 今

環境 関 特別 部署 。」

話 。 、環境 関心

、経営 自然 溶 込

最終的 目指 姿（企業）

。

利益 獲得 環境負荷削減 同時 確

難 、環境負荷 減

、企業経営 今日、

ー 会計 環境管理会計 ー 通

非常 重要 、日

本・ ・ 経験 共有 、 議

論 非常 有意義 創造的 。

な とその を ながら に

され に する としてのマテリア

ルフロ コスト について えることとしたい

また このシンポジウムを して でマテリ

アルフロ コスト を しようと える も

あるであろうが の としてだけではなく

もしくは な から を え

る もある に しては

であり このシンポジウムのような なコ

ミュニケ ションを して とし

ての の から について えることが

である

の の の を ると の で

は マネジメントに が に されて

いるようなマネジメント であり の

は というように を の に

けることによって を し た

な から な を し の

に り んでいる しかしながら を なも

のとして えるのではなく マネジメントと

けば すでに に わる が されているよ

うな のマネジメントファクタ として が

マネジメントに け んでいるような

の が であろう

たとえば ある において セ

クションが した として しているが

す が されたとき おそらく あるよ

うな に わる な はなくなるだろう

という があった これは に がなくなる

のではなく に に け んだマネジメント

が に される であるということ

である

の と を にというのは

かに しいかもしれないが を らしなが

ら しなければならない マテリアル

フロ コスト のような ツ ルを

してマネジメントすることが に であり

ドイツ アメリカでの を し ともに

することは に かつ である
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招待講演１

ドイツにおけるマテリアルフロ コスト
の について

ー
会計 展開

ドイツ アウブスブルグ・ 大学教授

バ ント ワグナー ・ ー

図

図

図

１

２

３

本日 招 頂 、皆様

ー 会計（ ） 概念 経験 紹

介 機会 頂 、心 感謝申 上

。 ー 呼 起源

話 、次 概念 最

近 動向 紹介 、最後 将来 展望 簡単

話 思 。（図 ）

本日 紹介 概念 中 、日本

展開 類似点 知 。

、恐 日本 同様 思 、

元々 環境保全策、 環境管理 取 掛

ー 。（図 ） 方

技術主導型 主 一貫性 重視 。

数年間 、皆 存知 欧

州 ー 環境管理

重要視 。

環境管理 組織的 手法 ー

重点 置 、 企業 ー 向上 重要視 、

社外 情報 開示 。 最近

、 一歩進 、資源生産性 ー

管理 取 入

。 技術、一貫性、組織

超 域 ー 、 削減 公害防止

同時 実現 。

ー 管理 主 狙 。（図 ） 図

お き き にドイツにおけるマテリア

ルフロ コスト の や をご

できる を きまして より し げま

す まず のル ツとも べる について

お しし に の やドイツにおける

の をご し に への を に

お したいと います

ご する の の には

における と があるかも れません ド

イツでは らく でも かと いますが

は いわゆる への っ

かりとしてスタ トしました このやり

は で に を したものです

ここ では さんご の や

のスキ ムである のような シ

ステムを してきました

システムは な やアプロ チに

を き また イメ ジの を し

に を していきます しかし になっ

て もう んで やマテリアルフロ

というコンセプトを り れるようになりまし

た このようなコンセプトは を

えた のテ マであり コスト と を

に しようとするものです これがマテリア

ルフロ コスト の な いです この

MFCA

MFCA

MFCA

MFCA

ISO

EMAS

１

２

３

１．MFCAのル ツー

14001

環境管理ステム
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図４

表 見 、 世界各

国 展開 。一番左 日本 状況 、

認証件数 関 日本企業 世界 最

先端 走 分 。 右上

欧州 ー 、 （

：環境管理監査

ー ） 取得件数 多

。 取得 最 盛 国

、 取得件数 世界

。 取得件数

合 日本 近 。近

年 傾向 、 取得件数 世界中

増加 一方、 現状維持 状態

続 。

話 戻 。「環境

」 話 時 、同 概念 持

。 人 違 意味

使 場合 多 。環境 社会

的 （環境 ー ） 使 ー

例 （図 ①）。 界

「環境 」 大抵 場合、環境技術 等

環境保全 ・ ・ 指

（図 ②）。 ・ ・

、包括的 環境保全対策

含 場合 （図 ③）。 廃棄

物 、廃棄時点 （廃棄料） 含 場合

、廃棄物取扱手数料 廃棄

購買 含 場合 （図 ④）。

ー 会計 、 全種類

含 （図 ①②③④）、 中

指 明確 必要 。

「環境 」 対 同 概念 持

必要 。 ー 会計 、

一連

意味 、① 社会的 除 ②～

⑤ 全 計算対象 。

重要 補足 、

、法律 企業 「環境 」

報告 義務 。

法律 「環境 会計」 触

、 正確 言 、環境保全技術 終末投資

・ 意味 。 問題 、企

業各々 「環境 」 定義 基 、

違 環境 関 報告 、企業

個々 報告 形成 点 。

点 関 、 別 問題 直面 、環

境 非常 高 。 化学

工業会社 中 、廃棄物処理、水処理、排気 過

数百万 ー 投資 企業 。

「環境 」 数値 高 、企業経営陣

「環境管理 投資 過 。投資額 削減 。」

言 傾向 。 環境保全 逆効果

、環境保全経費削減 招 。

「 何 経費 嵩 。 法規制

緩 移 。」 言 経営陣

。

環境保全 強化 、環境負荷 削減 経

営陣 動機付 、

・ ・ 、 全体

環境 着眼 必要

。

今日、環境 関連 ー 透明性

高 、 物量的 、 貨幣的価値・

換算 ー 、多種多様

存在 。國部先生 講演 紹介

、私 、 付 加

。（図 ）

皆 存知 、環境保全指標

（ ）、環境 ー 指標（ ）、環境

に られるように はますます

に しています が の ですが

に しては が の

を っていることが かります また にあ

るように のスキ ム

スキ ム の は ほど くはあり

ません の も んな はドイツです

が ドイツはまた においても トッ

プクラスです ですから と の を

わせると のレベルに いことになります

の としては は でますま

す している は の が

いています

それでは に を しましょう コス

ト について す は じ を っていなけれ

ばなりません というのも によって った で

われている が いのです コストを

コスト へのダメ ジ として うケ スな

どがその です ビジネス における

コスト は の コスト の

のためのエンド オブ パイプコストを

します またエンド オブ パイプコ

ストだけでなく な にかかるコ

ストを む もあります また

コスト のコスト を む

もあれば および マテリアル

の コストをも める があります

フロ コスト とは このような のコスト

を みますが この のどのコ

ストを すのかを にする があります この

ように コスト に して じ を つこと

が なのです マテリアルフロ コスト は

インプットからアウトプットまでの のプロセス

を しますので の コストを いた

のコスト てが となります

この なポイントについてさらに しますと

ドイツでは によって は コスト に

ついて することが づけられています この

では コスト について れています

が もっと に えば の

コストを しています ここで なのは

の コスト の に づいて それぞ

れ った コストに する をしており

に システムを しつつある です この

に しては また の にも しており

コストは に くなっています ドイツの

の には ろ

などに ユ ロを する もあります

コスト の が いほど は

に し ぎだ を せよ

と う があります これでは に

となり を いてしまいます ま

た ドイツでは かと が む もっと が

いところへ らねば などと う もいま

す

を して を するよう

を けしたいのならば プロセスのエンド

オブ パイプコストだけでなく プロセス の

あらゆる コストに していく があるので

す

に するマテリアルフロ の

を め またそれを に また コ

ストに していくためのアプロ チは

に します の でもいくつか さ

れましたので からは け えることにし

ます

さんよくご のエコバランス

パフォ マンス コ

ISO

ISO

EMAS Environmental

Management and Audit Scheme

ISO

EMAS

EMAS ISO

ISO

EMAS

MFCA

EPI EPM

14001

14001

14001

14001

環境

環境会計 ー

コスト

へのアプロ チ

４－

４－

４－

４－

４－

２ ３

５
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図

図

図

５

６

７

ントロ リングなどが げられます いずれのアプ

ロ チも マテリアルフロ をキログラ

ム キロワット などの で する

が しています

このような を するようになった

のはごく のことで の の や

に わせるためです これはインプット アウ

トプット マテリアルの

みの また で されているアプロ

チとして ほど し げた

などがあります は アプロ

チの については れませんが アプロ チの

およびこの で われている につい

て し んで ければと います

これがマテリアルフロ コスト の であり

の になります

ここで な コスト の な と

と との わり

についてお しておきましょう

ドイツでは と ばれる しい が

あり コスト に や を する

よう めている

この では コストに する を に

づけているが この は である

が い は のために を して

いると することはできるが さらに を

くしようという は まれない

このような の や による

なプログラムが されている

その のアプロ チについても べたが で

はかなり のプロジェクトが されている

での り みは さんよくご の り ま

た がバックアップする な があ

り この が に されていることを

けている

として について じる には

なレベルを する があります を

てみると のように ドイツにも に

するよく たアプロ チがあることが かります

ここでマクロレベルとミクロレベルを けていく

ことが です マクロレベルでは や

に する や があります

ー 挙 。

ー 、環境問題、 ー

、 時間 物量単位 計測 点

共通 。

物的情報 貨幣換算

最近 、企業 意志決定者 言葉

理論 合 。 ・

原価計算、廃棄物原価計算、

原価計算、 米国 採用 ー

、先 申 上 汚染防止原価計算、活

動基準原価計算 。今日 各 ー

詳細 触 、 ー 概

要、 分野 現在使 用語

少 馴染 頂 思 。

ー 会計 起源 、

展開 起点 。

一般的 環境 会計 国際的 傾向

展開（図 ） 、環境管理 関 （図 ・ ）

話 。

・ 呼 新 産業規格

、環境 会計 用語 手順 標準化

定 。（図 ）

・ 法律 、環境 関 報告 企業

義務 、 法律 逆効果 場合

多 。企業 環境保護 多額 投資

公表 、 環境 良

意欲 生 。

・ 状況 下、省庁 専門部会等 様

々 実施 。

・ 他 ー 述 、米国

多数 実施 。

日本 取 組 皆 存知 通 。

国際機関 世界的 活動

、 問題 国際的 議論 裏

付 。

一般論 、環境管理 論 際 、

様々 考慮 必要 。図 見

、日本 、 環境管理 関

似 ー 分 。

見分

重要 。 、環境管理 環

境保護 関 政策 法律 。一方、企業

／

６ ７ ８

６

７

２．現在 傾向 展開の と

環境 会計 国際的 傾向

環境管理 環境 会計

コスト の な

と コスト

VDI3800
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図

図

８

９

単位 、手段 概念 実務

的 、日本企業 共通 思 。

技術主導型 環境保全対策、環

境管理 、環境指標 。近年、

手法 環境 重視 ー

使用 、企業 ー ー 等 通 、

新 情報開示手段 用

。 最近 企業格付 、

ー分析、 ー会計、

ー 活用

。

最近

機能 手法 。例 挙

、 、 ー ー ー

管理 、 元々企業 観点 起

、国 ー 広

。

話 戻 、 ー分

析 見 。先 申 上

、 物量的 ー 貨幣的 ー

見分 重要 。 ・

始 、

ー分析 物量的 面 取組 企業

多 、 普通 環境情報 得

。 最近 、廃棄物量 物量

的要素 貨幣的 ・価値 換算 、

物量的分析 貨幣的分析 併用 企業 急増

。

物量面 、 ・ 多

数出回 。 関 後 話

思 。大半 ・

既存 ー （ ） 自動的

、貨幣面 、

必要 ー 抽出

実施 。

環境管理手順 、

知 。 経

営 見 （図 ）、組織的側面、

技術面、 対象 情

報面 分類 思 。企業 形

環境管理 文書化 必要 、

特 情報面 様々 趣旨 担 。企業 内

部報告、外部報告 報告義務 、

意思決定 ー 必要 。

環境会計 関 、物量的会計 ・

経済的会計 分類 。 意思決定

報告 必須条件 。 環境会計 、

標準 環境管理 関 合 分

頂 思 。

・ 数 相

当豊富 。（図 ） 、

ー追跡 実現

ー 、通常 物量 基準

上、企業 通常使用 情報

別物 。今

、 、個別

都度、 ー 供給 必要 、

手作業 。 上、企業内

のようなミクロレベルでは や は

であり にも していると います

のエンドオブパイプの

システム などがあります

このような が を したバランススコアカ

ドに されたり のホ ムペ ジ を じて

しい として いられるようになりま

した また では け そしてマテリアル

フロ マテリアルフロ マテリアルフ

ロ マネジメントにまで されるようになりまし

た

また ではマクロレベルとミクロレベルをリン

クするような をもつ もあります を げ

ますと サプライチェ ンやリソ スフロ

など たいていは の から こった

ものが レベルやグロ バルレベルに がってい

ます

ミクロレベルの に って マテリアルフロ

について てみましょう ほども し げまし

たが ここでも アプロ チと アプロ

チを けることが です インプット アウト

プットバランスから めるというように マテリア

ルフロ の な だけに んでいる

が いのですが これでは の しか ら

れません しかし では のような

を コスト に するなどして

と を している が

しています

については アドオン ソフトウェアが

っています これに しては ほどお した

いと います のアドオン ソフトウェアでは

のデ タシステム システム に に

リンクできないので については シス

テムから なデ タを するプロジェクトがあ

ちこちで されています

ミクロレベルの については

などがよく られています

システムをよく てみると

システムの となっている

に できると います はなんらかの

で システムの をする があるので

に は な を っています は

などの がありますし ま

た のためのツ ルが なのです

ここで が わってきて と

に していきます これは や

の となります ここで と

などの システムとの わり いがお

かり けると います

ドイツにおけるアドオン ソフトウェアの は

です マッピングをはじめ マテリ

アルやマテリアルフロ を するソフトウェ

アツ ルもありますが は が となって

いる が している システムであ

る システムとは になっています のとこ

ろ システムとリンクしていないので に

その デ タを する があり しかもほ

とんど になってしまいます その

LCA

ERP

ERP

ISO ISO

ISO

ISO

ERP

ERP

14001 14001
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図

図

10

11

の や にもリンクしていないのが

です このようなアドオン ツ ルは

で に われているケ スがほとんどで ライ

ンマネジャ の のために が され

されるといったことはありません に

てあまり なツ ルではないと われます

の は インプット アウトプットバラ

ンス にさかのぼり システムにおいて

に を るために いられました

マスバランス また の エコバランス と

ばれることもあります このエコバランスでは

マテリアルやエネルギ のインプットやアウトプッ

トの に る を い インプットとアウトプッ

トの バランス が れていれば ぴったり うこ

とになります インプット アウトプット によっ

て な や が になります えば し

たマテリアル に したマテリアルの

またはマテリアルロスの なエネルギ

インプット の アウトプット

などがそうです は たり トンの

が したか たり キロワットのエネル

ギ が されたか の しかありま

せんでしたが もなくこういった を

に する が てきました の

からすると で ていくことが で

あり が トンという ではなく の

コストが で に やエネルギ

ではなく コスト エネルギ コスト が

だったからです

そういうわけで を あたりのエネル

ギ コスト コスト コスト あ

たり あたりといったコスト に する

が てきました そうでしたが

やってみると に な であることが

かりました の で グル プがどのよう

に しているのか をご ください グ

ル プが ち がった そちらの コスト

は と ねると して が こ

んな じです と いながら を ってきました

をご くと かる り コストが

ドル で ドルですので かなり と

えられます めてこの の を してみ

ると の は なものであり しかるべき

が されていなかったことが りました

えばトイレの コストもありましたが

に されていました そういったものも め

めて すると たに ドルが

の コストに されました に

は えが ばなかったことです の グル プ

の の もっと に コストがあるので

はないか えば にかかる も

に れるべきではないか といった が され

ました こうして たに ドルが

として されました そうすると は

は され され されたりする

するには が だから もかかるではない

か という が がりました こうして

コスト に が されました はフォ

通常会計 管理手順 現

状 。通常 ・ ー 環境省

庁 個別 使 ー 、

ー 意思決定 情報 整理 、

活用 。長期的 見

有用 ー 思 。

起源 「 ・

」 、環境経営 、

報告用 環境指標 得 用 。

「 」、 企業 「 」

呼 。 、

ー

詳細 渡 分析 行 、

「 」 取 、 合

。 ・ 分析

様々 率 指標 明確 。例 購入

製品 使用 割合

割合、多種多様 ー

（ ） 使用率、廃棄物率（ ）

。当初 、単位当 何 廃棄

物 発生 、単位当 何

ー 消費 等、物量単位 指標

、間 物量指標 貨幣

単位 転換 必要 出 。企業 意思決

定者 、貨幣価値 見 必要

、廃棄物 何 物量 廃棄物

重要 、同様 環境廃棄物 ー率

廃棄物 率・ ー 率 重

要 。（図 ）

物量指標 、単位

ー ・原材料 ・廃棄物 、一人

、年度 指標 転換 必

要性 出 。一見簡単 、実際

予想以上 複雑 作業 分

。実際 現場 作業 ー

計算 、図 覧 。作業

ー 立 上 頃、「 廃棄物

？」 訊 、 ～ 日 担当責任者 「

感 」 言 数字 持 。

数字 覧頂 分 通 、廃棄物 米

換算 、 大企業

考 。改 企業 状況 確認

、前 計算 不完全 、

情報 網羅 判 。例

排泄物処理 、別

会計 計上 。 含

改 計算 、新 企業全

体 廃棄物 計上 。当初担当者

考 及 。次 作業 ー

会合 際、「 他 廃棄物

。例 廃棄物処理 輸送費 考慮

入 」 議論 展開

。 新 廃棄物輸送

費 計上 。 今度 「廃棄

物 処分 、分別 、保管 。処理

人手 必要 人件費

。」 声 上 。 処理・分

別 等 人件費 加算 。作業員 ー

マテリアルフロ コスト のはじまりー 会計（ ）MFCA

FCA

vs

+

10

11

350,000

200,000
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図

図
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クリフト コンテナなどの を しますし ま

た スペ ス も になります その

や の も しました そうする

と として く った コスト が さ

れます この では ドルだったのが

には ドルにまで れ がりました

こうなると のステップは らかです エンドオ

ブパイプで された が ビギニングオブパ

イプでかなりの で われたということになりま

す しかしながら という でみた の

など わかる はいないと います この

を むためには な が でした

にはマテリアルの として ドルを

つけました の は コストは

ドルに ぎないと をくくっていましたが

は ドルというはるかに のコスト

がかかることが かると を し ついに しい

に むことを したのです

これは のケ スですが に

も じような があります の の

の の をとると な

になると います

これがマテリアルフロ コスト の でし

た エンドオブパイプから まり にマテリアル

の であるビギニングオブパイプまでマテリア

ルフロ を しました では からマテ

リアルフロ を しています マテリアルコス

ト をインプット での コストとし シ

ステムコスト をプロセスにおけるマテリアル

コストとし コスト または コスト

はアウトプット でのコストとして それぞれ

しています

これがマテリアルフロ コスト の です

は ですが それを させていくのに

しました

フロ を いてマテリアルフロ を

します そして システムまたは シ

ステムから の を き そうとすると え

ば プロセスに のフロ が まれていない

というケ スがよくあります

けのマテリアルフロ では かなり

なマテリアルフロ のネットワ クが されて

います フロ のボックスは セン

タ コストセンタ を し ここでマテリア

ルが されたり されたりします はマテ

リアルフロ を しています フロ をクリッ

クするとマテリアルの やフロ しているマテリ

アルの また の などを することがで

きます にも し げた り マテリアルフロ

に って マテリアルコスト に と

が まれる システムコスト そしてエン

ドオブパイプである コスト や コスト

の のコストに されます まで

のコスト の では マテリアルコス

トはコストセンタ に されておらず

に せされていました コストセンタ

は についてはしっかり を んでいるが

、 設備 使用 、

保管 ー 等 必要 。 減価償却

費 保管場所等 使用料 計上 。

突如 全 違 「廃棄物 」 算出

。 企業 当初 、

最終的 膨 上 。

次 明 。

処分 廃棄物 、

金額 買

。 購買額 観点 廃棄物

価値 、実際 人 思 。

情報 掴 、相当 研究 必要 。最

終的 価値

。会社 経営陣 当初、廃棄物

過 高 、

実際 多額

分 難色 示 、 新

廃棄物削減計画 取組 決心 。

大手製薬会社 ー 、中小企業

同 例 。比較的小規模 企業

場合、大手企業 数値 下一桁 現実的 数

字 思 。

ー 会計 出発点

。 始 、次

購入時

ー 追跡 。今日 両方向

ー 追跡 。「

」 側 購買 、一方「

」 処理

、「配送 」 「廃棄 」

側 、 区別

。

ー 会計 起源 。

概念 単純 、 発展 苦労

。

今日、 ー図 用 ー 追跡

。（図 ） 会計

該当 情報 引 出 、例

会計 廃棄物 ー 含

ー 。

企業向 ー図 、 複雑

ー ー 図式化

。（図 ） ー図 「物量

ー（ ー）」 表 、

処理 保管 。矢印

ー 表 。 ー番号

種類 ー

量、 付随 情報 入手

。前 申 上 通 、 ー

沿 、「 」、主 人件費 減価

償却費 含 「 」、

「輸送 」 「廃棄 」

種類 分類 。（図 ）今

会計 手順 、（図 ）

ー 計上 、直接生産

費 上乗 。 ー管理者

人件費 情報 掴 、

350,000

1,000,000

1,500,000

350,000

2,500,000

12
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図図

図

図

1614

15

17

取 扱 量

情報 十分得

。 、 、管理者

削減 命 場合、人員削減 術

。

ー 会計 結果 、 ー

図（図 ） 。

図 実際製品 使 、

包装 、 表

。図表 読 取 思

。一 、往々

（主 人件費） 比 相当高

。 一 、通常

一般的 会計 算出 値

高 。 人件費削減

関連 削減 検討 方 割

分 思 。

次 、 ー 沿

原因 追跡 必要

。（図 ） 製薬会社 例 見

、 主 原因 挙

。数字 高 大 改善余地

、高 数字 着眼 思

。

上記 ー 表 、 連邦統計局 年

次報告書 掲載 、 一般的 統計

的証拠 紹介 。（図 ）

製造業 平均値 見 、日本 ー

似 、

全体 ％ 占 、人件費 ％

過 、残 ％ 他

。 比率 関 、 ー 大

部分 会計 関 懸念点 人件費

り っているマテリアルコストやマテリアル に

ついての が られていないということにな

ります そうなると よくあることですが

がコスト を じられた しか が

ないことになります

フロ コスト の をまとめると フロ コ

スト のようになります

この は に われるマテリアルのコスト

コスト マテリアルロスのコストをそれぞれ

しています から つのことが み れると

います つは にしてマテリアルコストはシ

ステムコスト に に べて いとい

うことです もう つは マテリアルコストは

な システムで される よりもかなり

いということです また よりもマテリ

アル のコスト を した が りがいいと

いうことも かると います

よって のステップでは マテリアルフロ に っ

てマテリアルロスの を してくことが に

なってきます こちらの の を

ますと マテリアルロスの な が げられてい

ます が いほど きな があるという

ことですから い に してよいかと いま

す

のフロ コスト は ドイツ の

に されていますが その な

をいくつかご しましょう ドイ

ツの の を てみると のケ スと

ているかもしれませんが マテリアルコストはコ

スト の を めており はわずか

に ぎず りの がその コストとなっていま

す このような にも わらず エネルギ の

やコスト システムに する は

16

17

18

54 18

28
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図
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が となっており という になりま

す

のコストはマテリアルコストであり え

を えるとこの こそ もコスト の

があるのです は マテリアルコストは

に していることを せねばなりません

は に めるマテリアルコストについては が

ありますが マテリアルのフロ といった プロ

セスそのものにおいては プロセスやストックにお

けるマテリアル という では ブラックボッ

クスになっている が いのです

この な には たな つまりコ

スト のチャンスがあると えられます の

には ほどとはまた の の が

げられています この ではマテリアルのフロ

やマテリアルロスを しく しており に

のコスト を することができました

ここ の パイロットプロジェクトを

てみると に ったことは

この において マテリアルフロ に し

て が していることが った また

を じて なマテリアルフロ コスト

はどこにも つからなかった しかしながら

や な がなければ マテリアルフロ

や プロセスを に づけたり した

りすることは である マテリアルロスのコ

ストに する を に できない り こ

れらのロスを する にはならない

また のような システムから られる

マテリアルフロ に する では である

に なりともあったとしても った で

あるか した である が い な

を できない り マテリアルフロ の

は しない

マテリアルインプットをコスト として

していない がほとんどであった

これが とすれば かなりのコスト の

があると えられる

マテリアルの を させるためには

の システムの プロセス

の しなど な において が

となってくるだろう

どのようにマテリアルの を していけば

につながるのでしょうか マテリアル

の ろ などの よくある マネジメ

ント を じてではなく の

中心 、人員解雇 結果

。

最大 、考 方

変 部分 、最 削減 可能性

。我々 、 透明性

欠如 理解 。企業

製品 占 認識

、 ー 製造

、

価値 観点 、

場合 多 。

不透明 部分 新 改善分野、

削減 考 。次 表

（図 ）、先 別 製薬会社 例

挙 。 企業 ー

詳 追跡 、実際 多

数 削減方法 発見 。

数年間 見

、一般的 判 ：（図 ）

・ 企業 、 ー情報 関

透明性 欠如 判 。 企業

全体 通 、正確 ー 情

報 見 。 、

透明性 正確 情報 、 ー

製造 効率的 体系 管理

不可能 。

関 情報 正確 把握 限 、

削減 起爆剤 。

・ 、 得 、

ー 関 情報 不十分 。

仮 多少 、誤 情報

、矛盾 情報 場合 多 。正確

情報 入手 限 、 ー 効

率 向上 。

・ 要素 重要視

企業 。

・ 事実 、今後 削減

可能性 考 。

・ 使用効率 向上 、組

織 再編成、 改造、製造

構造 見直 、様々 分野 改善 必

要 。

効率性 改善 、

環境負荷軽減 。

洗浄、 過、分類 、 環境

計画 通 、機能構造 再編成、情

19

20

MFCA

SAP ERP
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図21

報 改造、 製造 見直

、環境負荷削減 言 。購

買 ＆ 通 、 ー内

早期 手段 導入 、

環境負荷軽減 見込 言 。

今後 展開

。現在 、富士通 ー

社 、 企業 協働 研究

進 。（ 参

照）

企業 、話 専門用語 多様

、互 会話 、理解 合

現状 。例 、経済面担当 経営

陣 金銭的 用語 使 、（図 ）製造・建

築担当 製品 生産 技術機能 論理的

考 、技術用語 使 。 、環境

担当部署 公害減少 法的整合性 観点 物事

考 。各部署 専門用語 使 、

行動 。

部署 互 離 場所 所帯 持

、 ー 存在

。

管理部門 幹部 会計 ー 精

通 、 ー 含 技術的

製造 知識 持 。

一方、技術管理者 ー 物量

的 非常 通 、貨幣的 把握

情報 乏 言 。物量的

・質的 両面 生産目標 達成 、技術的課題

解決 必要 。環境部署 標

準 準拠 社員 奨励 、

技術的 相互依存性 情報不足 。

各部署 管理者 集 互 話 合 、理

解 合 今後 課題 。

点 ー図 企業内

ー 化 、各部門 ー

ー 。各部門 人々 一

同 会 、 ー 同 ー

話 合 、様々 部門 間

生 。 各部門 相互依存性

化 。 ー 終点 携 人々 、

ー 始点 関 人々 話 合 機会

。 ー 共通 話題 、 ー図

ー ー 。 ー

包括的 手法 言

。

今後 課題 二 目 考 何

。日本 世界中 環境会計

、統計用・ 用 問 、

ー 様々 情報源 手作業 収集

現状 、 将来、 得 思

。既存 ー ー

自動的 ー情報 引 出

必要 。 統合

必要性 出 。（図 ）今後、莫大 ー

量 保有 ー 時代 来 思

。 ー 、多目的 ー

検索 可能 、 ー

、 ー 会計、製造報告書、調達報告書、

＆ 報告書、 ー情報 、

報告書作成 必要 多様 情報 検索

。

報告書 、主 内部向 情報 意思

決定 役立 、環境報告書等 外部

報告向 活用 思 。既存

、既 莫大 量 情報基盤 保存

システムの また プロセスの しなど

が につながっていると えます

や を じて マテリアルフロ でできる

だけ にこのような を していけば それ

だけ が めると えます

は どういった になるのでしょう

か ドイツでは シ メンスや

をはじめ の と して プロジェク

トを めています ご

これらの では されている は

ですから いに することもなく し え

ていないのが です えば の

は な を いますし

は や プロセスの を に

えながら を っています また

では や の で を

えています がそれぞれの を い

それぞれのロジックで しています またこれら

の は いに れた で を っていますか

ら コミュニケ ションは していないことにな

ります

の たちは やマ ケティングに

していますが マテリアルフロ を めた

な プロセスについては を っていません

はマテリアルフロ について

には に じていますが には でき

ませんからコスト に しいと えます

の から を し を

していく があります では

に していくよう を していますが コ

ストや な については です

の が まってお いに し い

し っていくことが の になってきます

この においてフロ は のマテリアルのフ

ロ をビジュアル しながら のコミュニケ

ションツ ルとなっていきます の が

に し マテリアルフロ という じテ マにつ

いて し うことで な の につながりが

まれます また の についてもビ

ジュアル されます フロ の に わる が

フロ の に わる と し う もできま

す フロ が の となり フロ がコミュ

ニケ ションのツ ルとなります このようにフロ

マネジメントは な であると えるでしょ

う

の として つ に えられるのは でしょ

うか をはじめ のあらゆる のプ

ロジェクトにおいて を わず

デ タは な から で しているの

が ですが これは あり ないことだと

います のデ タベ スである システムか

ら にマテリアルフロ を き せるよう

になる があります ここで システムの

が てきます なデ タ

を するデ タウェアハウスの が ると

います デ タマイニングにより なデ タ

を することが となり バランススコアカ

ド フロ コスト

モジュラ のような マテリ

アル に な な が できるよ

うになるでしょう

このような は に けの や

に てられていますが の

けにも されていくと います の

システムには に な の が

R D

MFCA

Ciba Geigy

www eco effizienz de

ISO

MCFA

ERP

ERP

EH S

ERP

３．今 後

-

12

. - .

21

22

機能分離 抑制：

ー ー 中心

情報 入手

の

マテリアルフロ をコミュニケ ションの に

ワンクリックで を するにはMFCA
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図22

されていますが はすんなりと できません

システムのブラックボックスのどこかに され

ているのです なんらかの の を

できたとしても が くないケ スがほとん

どで によっては や れな が

てくることもあります

マテリアルフロ の や に する

を より にデ タベ スから き せること

が です そしてこのような は かつ

に できなければなりません マテリアルの

を めるためには はマテリアルフロ

やストックについて な を んでいく が

あります に い が を ち

されていくでしょう しかしながらワンクリック

で な を るためには まだ が さ

れています の システムは は

できるように されていますが マテリアル

フロ とは の でカスタマイズされています

マテリアルフロ の を め としてコス

ト や ダメ ジ につながるよう

さんと に んでいければ いです

、情報 入手 。

隠

。今 関連 情報

検索 、質 良 ー

、場合 誤情報 的外 検索結果

出 。

今後、 ー 物量 価値 関 情

報 、 正確 ー ー 引 出

不可欠 。 情報 簡単 自

動的 入手 。

使用効率 高 、企業 ー

正確 情報 掴 必要

。情報 強 企業 競争力 持 、自然淘

汰 。

必要 情報 得 、今後 課題 残

。既存 、建前上 情報

提供 設計 、

ー 別 趣旨 。

ー 効率 高 、結果

削減 環境 ー 削減 、今後皆

共 取組 幸 。

ERP

MFCA

ERP
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招待講演２

プロセスマップ を いたフロ コスト
の アメリカのケ ス

等 用 ー
会計 改善：北 ー

ハ バ ドー ー 大学兼任教授 ＆ 代表Pojasek Associates

ロバ ト ポジャセックー Ｂ.

はじめに

マテリアルフロ コスト モデル

この シンポジウムにお き きまして

にシステムズアプロ チをご できる を き

ましたことを より に います システムズア

プロ チは マテリアルフロ コスト の

を め ビジュアル を することができます

また や への り みに した

でマテリアルフロ コスト を することが

できます

システムズアプロ チは をはじめ アメリ

カ において く されています

の のための

に けての の でも されています

のシンポジウムにご の には この の

デモストレ ション を させて いており

ます バ ジョンはこちらにアクセスし ご

ければと います

や の り みにより マテリアル

フロ コスト は において まぐるし

い を げています ペイントや

が り んでおられる にも があり

ます がこれらの に うに たって シス

テムズアプロ チは つの を することができ

ます

プロセスマップは て があり ビジュ

アル にも がある

リソ スの れは オブジェクトリンク の

を って てビジュアル にプロセスマッ

プにリンクしている

マテリアルフロ コスト を いればプロ

セス が になる

システムズアプロ チのツ ルと の

により はシステム にかつ

に うことができる

マテリアルフロ コスト を えば を

で すことができる

のパフォ マンス を いれば プロ

セス の を し を する

ことができる また の り みと す

ることもできる

このようにシステムズアプロ チは プロセス

を に するための な であると

えます

マテリアルフロ コスト モデル は

マテリアルフロ インプット アウトプッ

トモデル と コスト から まれたものです

このモデルはドイツのアウブスブルグにある

によ

り を る を げ に されるま

でになりました また はこのモデルをここ

で させ に じて の に した

で を めてきました またヨ ロッパの

と なり な にも してきました

国際 招 頂 、皆様

ー 紹介 機会 頂

心 光栄 思 。

ー 、 ー 会計 整合性

高 、 化 実現 。

資源保全 廃棄物排除 取 組 調和

形 ー 会計 実践

。

ー 米国 、北

諸国 幅広 適用 。米国環境

保護局（ ） 出版物「組織 公害防止

向 手引書」 中 紹介 。今

回 参加 皆様 、 手法

ー 版 配布 頂

。最新 ー 、 覧

頂 思 。

協力企業 取 組 、

ー 会計 日本 、近年目

進歩 遂 。日本 塩野義製薬

取 組 改善事例 大変関心

。他社 事例 倣 当 、

ー 柱 提供

：

全 整合性 、

的 説得力 。

ー 流 「 」

技術 使 全 的

。

ー 会計 用

改善機会 明確 。

ー ー 社員 活動

計画 、改善活動 的 円滑

行 。

ー 会計 使 成果

数値 表 。

独自 ー 指標 用 、

改善 進展具合 追跡 、傾向 把握

。 他 改善取 組 比較

。

ー 、 改

善 円滑 実現 効果的 手法 言

。

ー 会計 （図 ） 元

々 ー分析（

） 環境 会計 生 。

ＩＭＵ

（ ）

、目 見張 発展 遂 、産業界 活用

。 日

本 展開 、必要 応 日本 文化 適応

形 導入 進 。 ー 導入

例 異 、多種多様 産業 対応 。

EPA

CD

http: courses dce harvard

edu ̃envree DEMO_START swf

IGES

Institute fur Management und Umwelt

IGES

// . . .

/ 105/ . .

６

１．

２．

３．

４．

５．

６．

１

／

ー 会計
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図

図

図

図

１

２

３

４

マテリアルフロ コスト を えば

サプライヤ から までのマテリアルフロ を

することができます の された

のマテリアルが や への を

て に れていきます これらの で す

るマテリアルロスは に されま

す

マテリアルフロ コスト モデルを した

モデル ですが これは プロセスマッ

プの レベルに けされています プロセス

ステップから する

は サポ トプロセス として され

ます サポ トプロセスはリソ ス シ

トを じてメインプロセスへリンクしています こ

のリンケ ジについては ほど れさせて きます

このモデルは に なところが です

すべての が から に して に んでい

ます また と の ステップに られ

るように な シ トへリンクしています

にある は この ステップにプ

ロセスマッピングの がリンクしていることを

しています

プロセスフロ を って マテリアル

フロ コスト を う で プロセスにある

マテリアルをずっと することができます プロ

セスフロ は して ですので や

の にマテリアルフロ コスト について

する します プロセスマップマッ

ピングの やマッピングの を すること

が であり そうすれば した で な

を することが になると われます

ー 会計（図 ） 使 、

ー 仕入店 ー

追跡 。生産 後、処理 状

態 包装工程 販売業者 流通 経

消費者 流 。 工程 発生

「環境技術」分野 計上

。

ー 会計 単純化

（図 ） 、 階層的

最上 位置付 。

作業 発生 排出物、排気、騒音、臭

気、廃棄物 「 ー 」 計上

。 ー ー 会計（ ） ー

通 。

ー 後 触 頂 。

、非常 単純 特徴 。

要素 左 右 一貫 一列 並

。 番目 番目 作業 見

、様々 会計 ー 。

製造段階 “ ” 、 作業

詳細 示

。

ー図（図 ） 使 、

ー 会計 行 上 、製造

追跡 。

ー図 往々 複雑 、経営陣 他

関連部署 ー 会計

説明 際、一苦労 。今後

技術 理論 簡略化

必要 、 一貫 基準 様々 応

用例 比較 可能 思 。

２

３

１ ３

４

RA

PM
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図

図

５

６

システムズアプロ チ

プロセスマッピングツ ル

リソ ス サポ トプロセス

ー

ー

ー 、活動、 ー

システムズアプロ チは なプロセスマッ

ピング を いながら プロセスを けてい

きます プロセスマップの は ステップに

けられますが ステップ が つ つに

されているので プロセスマップは のある

なら にでもわかり くなっています こういった

でマテリアルフロ コスト はプロセスマッ

プを することができます またフロ チャ ト

プロセスフロ パイピング

マップを てプロセスマップに するこ

ともできます

プロセスマップはソフトウェアを いて で

きるので ユ ザ はその でのプロセスの だ

けを することができます の をク

リックするとプロセスマップの レベルがコンピュ

タに し されるわけです

ここで ステップのボックスの に が

つある にご ください これは レベル

に していることを しています プロセスマッ

プのこの が ステップ の レベルにあ

ることがお かりでしょうか ステップ

はこれより のレベルで しく することがで

きません については シ トがリン

クしていることがわかると います

ここで ステップ の をクリックし

てみましょう プロセスマップの レベル

がコンピュ タのスクリ ンに し されます

ステップの ボックスの に つの が える

と います

この プロセスマッピングの を って

ての やサ ビスのプロセスを すことができる

のです にも なプロセスがあります

ので それらを め でプロセスマップ を

することもできます またプロセスマップを い

て サプライヤ プロセスと プロセスをリンク

させることができますので サプライチェ ン

プログラムにも できます さらにプロセスマッ

プは プロセスと プロセス のリンクも

できますので にプロダクトスチュワ ドシッ

プ や の ができるようになります

プロセスマッピングの を えば のライフ

サイクルに わるあらゆる がリンクされ また

のライフサイクルを じて マテリアルフロ

コスト をスム ズに できるのです

ここで の ステップ の

を る をじっくり てみましょう

ステップの が のセットになっ

ており これは であることを していま

す ステップの にある つの

をご ください ここでどのように

がプロセスマップにリンクしているか てみま

しょう をクリックしてみると プロセ

スマップはスクリ ンから え リソ ス

シ ト が れます このリソ ス シ

トは つの に かれています

ー 、階層的

技術 用 、 特徴付

。 各階層 作業

分 、作業 数 ～ 制

限 、 関心 人

誰 易 。

点 ー 会計部隊

活用 。 ー ー 、

ー図、 ・計測図、

全 転換

。

用 電子化

、 ー ー 時点 列

表示 。図 “ ”

第 ー

映 出 （図 ）。

各作業 中 数字

点 注目 。 現在第

位置 示 。

部分 作業 第

分 。作業 ～

下 詳 表示

。 ～ 、会計 ー

思 。

作業 “ ”

。 第 （図 ）

ー ー 映 出 。作

業 各 中 数字 見

思 。

階層 技術 使 、全

製造 ー 表

。同一企業内 様々

、 集 、社内 集 作

成 。 用

、 ー 企業

、 ー 管理

活用 。

企業 顧客 間 実現

、簡単 ー

活動 製品 回収活動 。

技術 使 、製品

関 側面 、

製品 通 、 ー

会計 ー 統合 。

図 作業 “

”（箱 塗 ） 見 。作

業 指示内容 動詞 名詞

、 「作業中」 表

。作業 下 項目： 、

、 覧 。

情報 見

。“ ” 、

ー 消 、 ー 会計（ ）

ー （図 ） 表 。 ー 会計 ー

部分 分 。
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２

５
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図

図

図

７

８

９

10

図 一番上 部分 、現在 作業

今行 作業 解説 。

解説 通常、標準作業手順（ ） 基

。電子 ー 閲覧 時 、企業

見 一 手 。

図 ー 会計 ー 中央部 覧頂 、

作業状況 °見渡 。向

左 前 作業 、右 後 作業

示 。 作業 上

方 、作業 必要 ー、水、

ー 示 。下方

作業 結果損失 ー （廃棄物） 表

。 方法 用 、階層的

一番低 作業 、

使用 ー 損失 ー 関 会計 目 確

認 。 ー ー

ー 関 「用語集」 作成 、 ー 全

体 中 作業 使用

、 損失 追跡 。

ー 、 ー 会

計 多 戦略的 活用 見出

思 。

ー 会計 ー 一番下方 （図 ）、作業

必要 全 ー 列挙

。 以下 点 留意 ：

排出物、排気、騒音、臭気、廃棄物 全

ー 管理 、 処理

。

ー ー

使用 、損失 。

９

２

１．

２．

の の では の ステップで

われている について しています こう

いった は に づい

ています デ タで したい は の

プログラムを てみるのも つの です

のリソ ス シ トの をご くと

を すことができます かって

は の ステップを は の ステップを

それぞれ しています これらの ステップの

にあるのが に なエネルギ マテ

リアルといったリソ スを しています にあ

るのが の したリソ ス を

しています この を いれば なプロセ

スマップの いレベルにある ステップで

リソ スと リソ スに する を で

することができます またユ ザ はこれらのリ

ソ スに して を し リソ スを

のプロセスの のどの ステップにおいて

し また したのか することができます こ

のリンケ ジによって マテリアルフロ コスト

を いに に していくポイントが せ

ると います

リソ ス シ トの に

ステップに な てのサポ トプロセスが さ

れています ここで の にご ください

は てサ

ポ トプロセスによって され また さ

れる そして

これらのサポ トプロセスによってリソ ス

は され される

SOP

ISO

9000

10

360

11
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図

11

12

13

サポ トプロセスで されるリソ スを

したり このリソ スフロ に するコスト

を することは ではありません この

リソ スフロ コスト が なプロセスアッ

プに かれたプロセスを じて の システム

にまでおよぶ があります

リソ スの および は にとって で

はありますが リソ スを するための も

な になります リソ ス にかかる や

を り すため シ トを

しました シ トの につ

いては しておりますシステムズアプロ

チのデモ をご ください

シ トは つの を いてリソ ス

シ トと よく ています ステップのボッ

クスの に の ステップに な が

て されています またボックスの には

といった を

するために な が て されています

ボックスの の は マテリアルフロ コスト

モデルの ボックスと していま

す

ドイツの や の セン

タ の り みによって の システムを

する が されつつあります これが

すればマテリアルフロ コスト に なコ

ストを に することができます この

とシステムズアプロ チを させることにより

はリソ スフロ とコスト をよりビジュ

アル にリンクさせることができます この シ

ステムを いれば プロセスにおけるコスト を

に で う みができるのです また

した の ステップやサポ トプロセスにおける

コスト にも この を できるのです

コストは リソ ス シ トと シ ト

の に されます またコストを

してコスト シ ト シ ト に するこ

ともできます にリソ スは システムの

マテリアルリソ ス というコンポ ネ

ント もしくは の モジュ ルにリ

ンクしています これまでは システ

ム モジュ ルを って の

コストをプロセス と づけて し

てきました は システムに み まれ

ている が いのですが のジュ ルのタ

ー 使用・損失 ー

測定 、 ー ー 関連

測定 不可能 。 場合、

ー ー 分析 、階層的

描 通 、全体 「 」

可能性 。

ー 使用 損失 企業 負担

、 ー 管理 人件費

相当 額 。 ー 管理 時間

人員 割 出 、活動会計（ ） ー 作

成 （図 ）。活動会計 ー 拡大版

、本日配布 ー

ＣＤ 参照 。

活動会計 ー 点 除 ー 会計

ー 大変 似 。作業

上方 、該当 作業 必要 活動

全 列挙 。 下方 、

排出物、排気、騒音、臭気、廃棄物 損失

管理 必要 活動 全 列挙 。

下方 活動 、 ー

会計 「環境技術」 呼応

。

研究所 日本 関西研究

ー 取 組 、設備 最

適化 方法 確立 。 完成

ー 会計業務 必要

自動的 計算 。 知識

ー 一体化 、

企業 ー ー会計 会計

的 。 複合

用 、 効果

実際 目 追 仕組 。 、類似

別 作業 ー

削減 、 知識 応用 。

、 ー 会計 ー 活動会計 ー

両方 計上 （図 ）。 一体

化 会計 ー （ ー ） 展開

。一般的 ー

ー 計画（ ） ー

、 独立型 情報 ー

。 、電子保守管理

（ ） ー 使 、管理活動 活動

基準 改善活動 関連 追跡

。 組 込

場合 多 、独立型 ー

AA

IMU IGES

ERP

CA

ERP

MRP

MRP

CMMS

CMMS ERP

12

13

２

コスト会計
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イプもあります

コスト を していくことは に で

す これまでの から し げると プロセス

というのは むなしく に わるケ スがほ

とんどでした が な で されておらず

の り みを するために されてい

ないことが にあります プロセス がこ

の な を して していく

ための となった において マテリアルフロ

コスト への り みは い を

げてきたと えるでしょう

マテリアルフロ コスト とシステムズアプロ

チの を していく として くの が

えられます

システム くの に られるシステムのあら

ゆる に し マテリアルフロ コスト を

していくことは である それによって な

リンケ ジや の ポイントを すことができ

の を めることにつながっていく

マテリアルフロ コスト に り む

が に える で を できれば マテ

リアルフロ コスト の をさらに するこ

とができる システムズアプロ チを いればこう

いったビジュアル が する

コミュニケ ション マテリアルフロ コスト

の に し あらゆる システムズアプロ チの

アイテムを いれば における な の

な の とコミュニケ ションを っていく

での となる このようにシステムズアプロ

チを して なコミュニケ ションができれば

サプライチェ ンに するに し な

の に な から が まるだろう

サポ トプロセスにおけるリソ スの

に することが である システムズア

プロ チを いれば のあらゆる や にリ

ンクすることができ メインプロセスの な

ステップに ることができる

のあるツ ル システムズアプロ チの し

たツ ルは て で である このアプ

ロ チの のツ ルは に された シス

テムズアプロ チを すれば がマテリアル

フロ コスト を する での とした

を することができる

このシンポジウムの で ワ

クショップが され いかにシステムズ

アプロ チがプロセス を にするか またど

のようにマテリアルフロ コスト モデルを っ

て の にもリンクし ることができる

かを させて きました システムズアプロ チ

の りの に を てた でした

させて きましたデモ では こういったモデル

の を している のパフォ マンス

に をつけるための をご しておりま

す きっと いと じて けると います

がこういった のための を してい

くために り む で このシンポジウムで

かれた が を げていってくれればと いま

す もしシステムズアプロ チについてもっとお

りになりたい がいらっしゃれば んでお えし

たいと います は にシステムズ

アプロ チの を する を き に

しております この なアプロ チにつ

いてより くの が まれることを しみに

しております

。

会計 自動化 非常 重要

。 経験 申 上 、 改

善 努力 失敗 終 ー

。情報 適切 形 整備 、

改善 取 組 正当評価 活用

背景 。 改善部隊

貴重 情報 活用 計画・実行・報告

土台 点 、 ー

会計 取 組 、大変意義深 躍進 遂

言 。

ー 会計 ー

統合 検討 背景 多 要素 考

（図 ）：

：多 製造業 見

側面 対 、 ー 会計 適

用 重要 。 重要

ー 他 活用 見出 、

方法論 効率 高 。

整合性： ー 会計 取 組 人

々 皆、目 見 形 成果 確認 、

ー 会計 適用 促進

。 ー 用

面 充実 。

ー ： ー 会計

実践 際 、 （ ー ）

用 、工場 様々 部署 様

々 役職 人々 ー 図

上 潤滑油 。 ー

活用 活発 ー 、

ー 進出 際 、理想的 価値

創造 様々 層 関心 集 。

完全性： ー ー 使用

・損失 着眼 重要 。

ー 用 企業 活動 作業

、 具体的 作

業 戻 。

実績 ー ： ー 充実

ー 全 、世界中 実証済 。

ー 最初 ー 年 開発 。

ー 導入 、企業

ー 会計 導入 上 確固 基盤

提供 。

前日、 主催 事前 ー

開催 （図 ）、

ー 改善 円滑 、

ー 会計 使

既存 改善活動 、戻

発表 頂 。 ー

触 部分 焦点 当 内容 。本日配布

頂 ＣＤ 、

総合的手法 導入 施設 ー

点数 測定基準 紹介

。 興味深 感 頂 思 。我

々 価値創造 手法 統合

日々取 組 中 、 蒔

種 、成長 遂 思

。 ー 知

方 、喜 答

思 （図 ）。本日 皆様

ー 概念 紹介 機会 頂 、本当 感

謝 。今後 総合的 ー

多 研究成果 生 楽

。

結 論
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